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研修講座の実施概要の見方 
 

 

 

 

１ 実施概要の見方 

(1) 講座情報 

【推薦】 
       

教育局長、府立学校長の推薦を受けた者が受講可能
な講座 

【〇〇〇〇合同】 ※○○○○は講座番号 
 
講座番号○○○○と合同で実施する講座 

【〇〇〇〇見逃し配信】 ※○○○○は講座番号 
 
講座番号○○○○の内容をオンデマンド配信する
講座 ※詳細は(3)を参照してください。 

【ＤＬＣ連携】 
 
京都府デジタル学習支援センター（ＤＬＣ）との連
携講座 

 

(2) 研修形態を表すアイコン 

 
集合研修 

※詳細はＰ.１３３ 

 
オンライン研修 

※詳細はＰ.１３４ 

 

オンデマンド研修 

※詳細はＰ.１３４ 

 
Ｗｅｂ＋研修（集合） 

※詳細はＰ.１３５ 

 Ｗｅｂ＋研修（オンライン） 

※詳細はＰ.１３６ 

 

 

※研修形態についての詳細は、「研修講座の受講について（Ｐ．１３２～１３７）」を参照してください。 

 

(3) 校内研修等での活用・後日配信・見逃し配信の有無を表すアイコン 

 校内研修等での活用が可能な研修講座 

・このマークが付いた研修講座を校内研修等で活用できます。 

※活用に関してはＰ．１３９～１４２を参照してください。 

 後日配信の設定がある研修講座 

・このマークが付いた研修講座を受講した方に、講座内容を一部編集した動画を配信します。 

・研修講座終了から２週間後に「Ｍｙ Ｐａｇｅ」【受講決定済研修】に研修動画として自動的に表示

されます。視聴期間は２週間です。期間を過ぎての視聴はできません。 

※「後日配信」に対する受講報告の提出はありません。 

 見逃し配信の設定がある研修講座 

・このマークが付いた研修講座を受講できない方に、講座内容を一部編集した動画を配信するオンデマ

ンド研修です。 

・【○○○○見逃し配信】と記載されている講座（○○○○は講座番号）の研修申込が必要です。 

※受講報告の提出が必要です。 
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(3) 校内研修等での活用・後日配信・見逃し配信 

(4)ステージ (5)指標観点 

校 
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※未記載の場合があります。（センター所員が講師等） 

 



(4) ステージとの対応を表すアイコン 

ア 主な受講対象となるステージ           

１ ２ ３ ４ 管 

 

イ 講座の受講が可能となるステージ        

１ ２ ３ ４ 管 

 

(5) 指標観点との対応を表すアイコン 

ア 講座の主な観点              

基 人 学 生 マ チ 京 養 栄 事 

 

イ 講座内容に含まれる観点 

基 人 学 生 マ チ 京 養 栄 事 

 

 

 

 

２ 受講対象の略記について 

基本研修について 略記 

初任者研修（小学校・中学校・義務教育学校・高等学校・特別支援学校の初任者研修対象教諭） 【初任者】 

新規採用者研修（令和８年度に採用された幼稚園教諭・養護教諭・栄養教諭 等） 【新採】 

上記の初任者研修と新規採用者研修を合同実施 【初・新】 

２年目教員ステップアップ研修（令和８年度該当者） 【２年目】 

中堅教諭等資質向上研修（令和８年度該当者） 【中堅教諭等】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職種について 略記 

全ての職種を対象 全教職員 

副校長・教頭 副・頭 

総括主事 総 

養護教諭 養 

栄養教諭・学校栄養職員 栄 

学校図書館司書 司 

学校事務職員 事 

府立学校技術職員 技 

学校施設管理職員 施 

寄宿舎指導員 寄 

技術職員（船舶乗組員） 船 

実習教諭・実習助手 実 

校種について 略記 

幼稚園 幼 

こども園 こ 

小学校 小 

中学校 中 

義務教育学校 義 

義務教育学校前期課程 義前 

義務教育学校後期課程 義後 

高等学校 高 

特別支援学校 特支 

地域等の指定について 略記 

南部地域の学校 南 

北部地域の学校 北 

※副校長は首席副校長、副園長を含

みます。 

※教諭（○○担当教諭）と表記して

いる場合は、主幹教諭、指導教諭、

教諭を全て含みます。 

※校種の前に複数の職種を

表記している場合は、全て

の職種が（ ）内の校種に

該当します。 

 

表記例 

・教諭（小・義前） 

※乙訓・山城・南丹教育局管内の小

・中・義務教育学校は南部地域の学

校、中丹・丹後教育局管内の小・中

学校は北部地域の学校です。府立学

校については、事前に連絡します。 

各ページに記載している研修講座の内容等は予定です。 

詳細等、確定した内容等は「実施要項」として、講座の受講決定後に京都府教職員研修システムに公開し

ます。受講前に必ず御確認ください。 

※「実施要項」は申込後、受講が決定した方が「Ｍｙ Ｐａｇｅ」及び学校管理職が「学校 Ｐａｇｅ」

（受講者がいる場合のみ）で、実施の３週間前を目途に閲覧できます。 

１：ステージ１初任期（１年～６年・主事） 

２：ステージ２中堅期（７年～１５年・主任） 

３：ステージ３充実期（１６年～２４年・事務主任） 

４：ステージ４熟練期（２５年～・専門幹） 

管：管理職 

 

※詳細は、「指標におけるキャリアステージの考え 

方について（Ｐ．６～１０）」を参照してください。 

指標観点の詳細は、「京都府教員等の資質能力の向 

上に関する指標（Ｐ．１２～２５）」を参照してくだ 

さい。 

基：基本的資質能力  人：人権  学：学習指導  生：生徒指導  マ：マネジメント 

チ：チーム学校  京：京都ならではの教育  養：養護教諭としての専門領域  

栄：栄養教諭としての専門領域  事：事務職員としての専門領域 


